
昨
年
大
飯
原
発
の
稼
働
中
止

で
す
べ
て
の
原
発
が
停
止
し
て

1
年
を
迎
え
た
一
方
で
、
鹿
児

島
県
・
川
内
原
発
審
査
で
は
規

制
委
員
会
審
査
合
格
に
す
る
な

ど
再
稼
働
に
向
け
た
動
き
が
強

ま
る

な
か
で

、
全

国
各
地

で

「
再
稼
働
許
す
な
」
の
声
と
運

動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
手
作
り
の
プ
ラ
カ
ー

ド
や
の
ぼ
り
、
横
断
幕
な
ど
を

持
ち
寄
り
、
「
火
山
の
危
険
性

を
抱
え
る
川
内
原
発
の
再
稼
働

は
反
対
」
「
原
発
再
稼
働
反
対
・

大
集
会
に
参
加
し
よ
う
」
と
次
々

に
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
宣
伝
行
動
で
は
、
福
島

県
南
相
馬
、
浪
江
町
の
現
地
視

察
を
し
た
際
の
写
真
や
原
発
事

故
訴
訟
の
パ
ネ
ル
を
展
示
。
３
・

11
以
降
３
年
半
を
経
過
し
た
今

な
お
、
放
射
線
量
が
高
く
復
興

が
ほ
と
ん
ど
す
す
ん
で
い
な
い

光
景
に
多
数
の
方
が
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

９
月
18
日
、
新
婦
人
東
京
都
本

部
と
東
京
原
水
協
共
催
で
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
放
射
線
を
浴

び
た
〜
Ｘ
年
後
〜
』
上
映
会
が
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
１
９
５
４
年
３
月
、

ア
メ
リ
カ
が
行
っ
た
ビ
キ
ニ
水
爆

実
験
に
よ
り
、
第
五
福
竜
丸
を
は

じ
め
日
本
の
漁
船
１
千
隻
以
上
が

被
曝
し
た
事
件
を
、
ロ
ー
カ
ル
テ

レ
ビ
局
が
８
年
に
及
ぶ
取
材
を
重

ね
明
ら
か
に
し
た
事
実
を
映
画
化

し
た
も
の
で
す
。

真
相
は
隠
さ
れ
た
ま
ま
政
府
が
、

ア
メ
リ
カ
と
の
完
全
解
決
を
２
０

０
万
ド
ル
の
賠
償
金
を
受
け
取
る

こ
と
で
受
諾
。
12
月
に
は
す
べ
て

の
放
射
線
検
査
が
中
止
さ
れ
、
一

切
の
異
議
申
し
立
て
を
し
な
い
こ

と
を
条
件
に
、
国
と
漁
業
組
合
が

覚
書
を
交
わ
し
賠
償
金
が
支
払
わ

れ
た
ま
し
た
が
、
賠
償
の
対
象
は
、

一
部
の
漁
船
の
み
で
、
多
く
の
乗

組
員
へ
の
補
償
金
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

水
爆
実
験
に
よ
り
、
日
本
列
島

全
体
が
放
射
性
物
質
に
覆
わ
れ
て

い
た
こ
と
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
は

ビ
キ
ニ
で
の
水
爆
実
験
を
行
う
1

年
前
に
、
世
界
中
（
日
本
で
は
嘉

手
納
、
三
沢
、
東
京
、
広
島
、
長

崎
）
に
放
射
能
を
測
定
す
る
ポ
イ

ン
ト
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
な
ど

次
々
と
衝
撃
の
事
実
が
明
ら
か
に

な
り
ま
す
。

事
実
を
明
ら
か
に
せ
ず
検
査
を

中
止
し
た
政
府
。
福
島
第
一
原
発

事
故
が
あ
っ
た
現
代
と
ど
こ
か
酷

似
し
て
い
ま
す
。
同
じ
こ
と
が
繰

り
返
さ
れ
な
い
た
め
に
声
を
上
げ

続
け
る
こ
と
が
今
、
私
た
ち
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
り
の
秋
な
の
に
、
野
菜

の
高
騰
が
巷
の
話
題
に
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
円

安
は
、
株
高
と
と
も
に
輸

入
食
品
な
ど
の
値
上
げ
で
、

消
費
税
増
税
に
加
え
て
消
費
を
冷

え
込
ま
せ
て
い
ま
す
▼
第
２
次
安

倍
改
造
内
閣
は
、
「
亡
国
の
政
治
」

の
実
行
内
閣
と
し
て
最
凶
の
陣
営
。

地
方
創
生
相
や
女
性
活
躍
相
な
ど

の
新
ポ
ス
ト
で
扮
装
し
て
も
、
そ

の
正
体
は
「
日
本
会
議
議
連
」
所

属
で
す
▼
日
本
会
議
は
、
国
家
神

道
の
中
枢
で
あ
る
靖
国
神
社
を
は

じ
め
伊
勢
神
宮
、
明
治
神
宮
、
熱

田
神
宮
な
ど
の
宮
司
や
崇
敬
者
が

顧
問
、
役
員
を
占
め
、
か
つ
て
の

侵
略
戦
争
を
正
当
化
し
、
専
制
的

天
皇
制
の
復
活
を
め
ざ
す
右
翼
団

体
で
す
。
そ
れ
を
支
援
す
る
議
連

に
は
、
自
民
・
民
主
・
維
新
・
み

ん
な
、
次
世
代
な
ど
か
ら
２
３
１

人
が
加
盟
し
て
い
ま
す
▼
こ
の
内

閣
は
発
足
早
々
、
沖
縄
い
っ
せ
い

地
方
選
で
辺
野
古
の
米
軍
基
地
建

設
に
反
対
す
る
民
意
に
よ
っ
て
、

そ
の
出
鼻
を
挫
か
れ
ま
し
た
。
日

本
共
産
党
は
名
護
市
で
ト
ッ
プ
当

選
、
東
村
で
初
議
席
な
ど
３
議
席

増
の
大
躍
進
で
す
▼
29
日
か
ら
予

定
さ
れ
る
臨
時
国
会
で
は
、
集
団

的
自
衛
権
行
使
の
た
め
の
自
衛
隊

法
改
悪
、
消
費
税
10
％
、
原
発
再

稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
々
、
国
民
の
命

運
を
賭
け
た
政
治
決
戦
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
こ
の
決
戦
に
備
え
て
、

安
倍
内
閣
の
退
陣
を
迫
る
よ
う
な

壮
大
な
民
意
の
結
集
こ
そ
が
切
実

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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平
成
26
年
度
区
議
会
第
３
回
定

例
会
が
９
月
25
日
か
ら
は
じ
ま
り

ま
す
。
共
産
党
区
議
団
は
安
倍
政

権
の
も
と
で
す
す
め
ら
れ
る
戦
争

す
る
国
づ
く
り
や
地
域
経
済
破
壊

の
消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
改
悪

な
ど
に
対
し
て
、
江
東
区
と
し
て

区
民
生
活
を
守
る
立
場
で
も
の
を

言
う
よ
う
に
求
め
る
と
と
も
に
、

区
の
施
策
が
そ
の
防
波
堤
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
奮
闘
し
ま

す
。本

会
議
質
問
は
、
添
谷
良
夫
議

員
が
○
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
区

の
平
和
都
市
宣
言
、
○
消
費
税
増

税
と
中
小
業
者
支
援
、
○
自
治
体

の
役
割
を
投
げ
出
す
区
の
「
行
革
」

問
題
、
○
子
ど
も
子
育
て
支
援
新

制
度
の
問
題
の
４
項
目
。
赤
羽
目

民
雄
議
員
は
、
○
介
護
保
険
の
制

度
改
悪
と
高
齢
者
支
援
、
○
若
者

の
雇
用
と
生
活
支
援
、
○
道
徳
教

育
・
教
育
費
の
保
護
者
負
担
な
ど

教
育
問
題
の
３
項
目
で
す
。

第
３
回
定
例
会
に
は
平
成
25
年

度
の
決
算
が
議
案
と
し
て
報
告
さ

れ
ま
す
。
決
算
で
は
一
般
会
計
と

国
保
・
介
護
会
計
な
ど
を
あ
わ
せ
、

全
会
計
で
約
７
６
億
円
の
黒
字
で

す
。
こ
と
し
３
月
の
年
度
末
に
は

「
補
正
」
で
す
で
に
１
２
５
億
円

余
を
使
い
き
れ
ず
に
基
金
に
積
み

増
し
し
、
基
金
総
額
は
８
８
６
億

円
で
近
年
最
高
、
相
変
わ
ら
ず
の

「
た
め
込
み
」
決
算
で
す
。

区
議
団
は
、
円
高
や
消
費
増
税

な
ど
に
よ
る
物
価
高
で
の
区
内
業

者
や
区
民
生
活
へ
の
影
響
を
把
握

し
て
、
深
刻
な
保
育
園
や
介
護
施

設
、
住
宅
の
不
足
な
ど
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
、
論

戦
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

決
算
委
員
会
の
内
容
を
含
め

「
区
議
団
ニ
ュ
ー
ス
速
報
」
を
発

行
し
ま
す
。
購
読
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

区
議
団
控
え
室

（
３
６
４
７
）
３
６
５
１

９

月

14
日

（

日

）

亀

戸

駅

北

口

で

は

、

30
名

を

超

え

る

「

さ

よ

な

ら

原

発

・

江

東

」

の

み

な

さ

ん

が

ア

ピ

ー

ル

と

宣

伝

に

取

り

組

み

ま

し

た

《

第
３
回
定
例
会
》

区
議
会
を
暮
ら
し
守
る
防
波
堤
に

平
成

25
年
度
決
算
は

76
億
円
の
黒
字

ＪＲ亀戸駅北口で脱原発を呼びかける「さよなら原発・江東」のみなさん

「
放
射
線
を
浴
び
た
〜
Ｘ
年
後
〜
」
上
映
会

新
婦
人
都
本
部
・
東
京
原
水
協
共
催

９
月
７
日
、
区
民
要
求
実
現
江

東
大
運
動
実
行
委
員
会
は
、
７
回

目
に
な
る
「
憲
法
９
条
を
守
り
生

か
す
署
名
」
団
地
行
動
を
、
辰
巳

団
地
と
潮
見
1
丁
目
都
営
住
宅
で

お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
区
内
の
民
主
団

体
、
労
働
組
合
な
ど
11
団
体
52
名

が
参
加
し
、
３
７
２
筆
の
署
名
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
緒
に
取
り
組
ま
れ
た

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
根
絶
と
全

面
救
済
を
求
め
る
署
名
」
も
３
５

０
筆
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
子
ど
も
の
こ

ろ
の
悲
惨
な
体
験
を
さ
せ
て
は
絶

対
に
ダ
メ
で
す
」
と
快
く
そ
の
場

で
署
名
し
て
く
れ
た
年
配
の
方
、

ド
ア
に
署
名
用
紙
を
事
前
に
貼
り

出
し
て
く
れ
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。



８
月
30
日
、
門
前
仲
町
駅
前
で

新
日
本
婦
人
の
会
・
江
東
支
部
は
、

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
宣
伝
・
署

名
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
５
月
の
核
不
拡
散

条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
で

は
、
核
保
有
国
を
含
む
１
８
９
の

国
々
が
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

を
達
成
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

宣
伝
で
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
を

求
め
る
声
が
、
世
界
中
で
広
が
っ

て
る
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
「
多

く
の
国
で
市
民
が
行
動
し
、
政
府

が
実
現
を
支
持
し
て
い
ま
す
。
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
繰
り
返
さ

な
い
も
っ
と
も
確
か
な
保
証
は
、

核
兵
器
を
全
面
的
に
禁
止
し
廃
絶

す
る
こ
と
で
す
」
と
署
名
へ
の
協

力
を
訴
え
ま
し
た
。

9
月
5
・
12
日
、
新
日
本
婦
人

の
会
・
江
東
支
部
は
「
食
の
安
心
・

安
全
」
に
つ
い
て
考
え
る
ア
メ
リ

カ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
フ
ー
ド
・
イ
ン
ク
」
の
ビ
デ
オ

上
映
学
習
会
を
を
ひ
ら
き
、
の
べ

30
人
が
視
聴
し
ま
し
た
。

広
大
な
農
地
で
行
わ
れ
る
ア
メ

リ
カ
流
の
農
業
ス
タ
イ
ル
は
、
よ

り
安
く
効
率
良
く
作
物
を
収
穫
す

る
こ
と
。
し
か
し
そ
れ
が
も
た
ら

し
た
も
の
は
、
一
部
の
巨
大
企
業

が
市
場
を
牛
耳
る
い
び
つ
な
業
界

構
造
や
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
で

す
。参

加
者
か
ら
は
「
と
て
も
衝
撃

的
だ
っ
た
。
『
医
食
同
源
』
と
い

う
が
、
こ
う
い
う
食
品
を
食
べ
て

い
た
ら
間
違
い
な
く
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
。
消
費
者
は
賢
く
選
択

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
生
活

の
安
心
・
安
全
を
守
る
運
動
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
感

じ
た
」
な
ど
感
想
が
だ
さ
れ
ま
し

た
。

60
年
前
の
３
月
１
日
、
太
平
洋

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
ビ
キ
ニ
環
礁

で
米
国
に
よ
る
水
爆
実
験
に
よ
り

マ
グ
ロ
漁
船
の
乗
組
員
の
23
名
が

被
曝
。
原
水
爆
実
験
の
禁
止
を
求

め
る
署
名
は
、
こ
の
年
の
末
ま
で

に
２
千
万
人
分
を
集
め
る
大
き
な

運
動
と
な
り
ま
し
た
。

市
田
さ
ん
は
、
１
９
６
７
年
に

東
京
湾
岸
の
夢
の
島
に
放
置
さ
れ

て
い
た
第
五
福
竜
丸
を
、
広
島
か

ら
「
原
爆
ド
ー
ム
を
守
っ
た
私
た

ち
の
力
で
こ
の
船
を
守
ろ
う
」
と

の
呼
び
か
け
に
、
平
和
運
動
の
活

動
家
な
ど
が
第
五
福
竜
丸
の
保
存

運
動
に
取
り
組
み
、
10
年
越
し
で

施
設
建
設
を
行
っ
た
歴
史
を
語
り

ま
し
た
。

年
間
に
約
５
０
０
の
小
中
高
校

が
修
学
旅
行
の
コ
ー
ス
に
入
れ
て

訪
れ
て
い
る
こ
と
や
、
福
島
原
発

事
故
後
は
、
放
射
能
の
健
康
へ
の

影
響
に
関
す
る
質
問
が
多
く
あ
る

と
言
い
ま
す
。

市
田
さ
ん
は
「
第
五
福
竜
丸
の

展
示
館
は
、
核
問
題
へ
の
関
心
を

広
げ
て
い
く
『
入
り
口
』
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
た
い
。
広
島
・

長
崎
と
現
在
の
間
に
は
、
核
の
被

害
と
人
々
の
苦
し
み
が
横
た
わ
っ

て
い
ま
す
。
第
五
福
竜
丸
を
通
じ

て
、
そ
の
歴
史
に
１
人
で
も
多
く

の
人
が
向
き
合
う
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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概説

江戸時代には、今の洲崎神社(木場６丁

目）のところに洲崎弁天社がありました。

汐干狩に適した景勝の地を、東京府は1886

(明治19)年、石川島監獄の囚人たちを使っ

て海面20万平方米を埋め立て、翌年完成す

ると深川区に編入、洲崎弁天町と名づけま

した。そこに帝大や一高近くの本郷根津遊

廓を、学生の風紀が乱れるとして移転させ

るためでした。

廓内には、東西に一筋、南北に二筋の道

路に沿って建物がつくられ、遊女が逃げら

れないように出入口は洲崎橋だけで、四方

は水路と海に囲まれていました。

1888(明治21)年９月17日、張見世式の妓

楼、茶屋など150軒程の洲崎遊廓は、花火

を打ち上げて開業式をおこないました。客

は木場の川並、船頭、荷揚仲仕、漁師、工

員などが主でした。深川警察の分署や憲兵

屯所がおかれ、1921(大正10)年には、業者2

77軒、従業婦2121人といわれています。

遊廓はたびたび火災と水害にあっていま

す。大正にかけて火災は６回、1912(明治45)

年には多くの死傷者をだし、1923(大正12)

年は関東大震災です。津波は、1900(明治33)

年から３回おそってきました。従業婦の死

者の供養碑は東陽１丁目の公園、合葬墓は

平野町の浄心寺にあります。

太平洋戦争中は遊廓の女も軍の慰安婦と

なって戦場に送られ、1943(昭和18)年には

軍の命令で遊廓は廃業、石川島造船所など

軍事工場の工員宿舎になりますが、それも

３月10日の東京大空襲で焼けました。

戦後は洲崎パラダイスとして復活し、カ

フェー130軒、従業婦800人といわれました

が、1958(昭和33)年の売春禁止法によって、

その歴史をとじることになりました。

今は洲崎の名は残っていませんが、東陽
１丁目の永代通り南、サイクリングコース
のある公園が、かつての遊廓と市街地をわ
けていた水路の跡で、「洲崎橋跡」の碑が
おかれています。

新日本婦人の会
江東支部

「洲崎弁天町」
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さ

ん

（37）
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町
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で
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伝
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核

兵
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廃
絶

に
向

け

て

宣
伝
・
署
名
行
動

「
食
の
安
全
」

ビ
デ
オ
学
習
会

亀
戸
事
件

91
周
年
追

悼
式
―
赤

門

寺

浄

心

寺

―

１
９
２
３
年
９
月
１
日
に

発
生
し
た
関
東
大
震
災
で
、

「
朝
鮮
人
が
暴
動
を
お
こ
し

て
い
る
」
「
社
会
主
義
者
が

井
戸
に
毒
を
入
れ
た
」
な
ど

政
府
や
軍
が
デ
マ
を
流
し
た

戒
厳
令
下
、
救
援
活
動
を
行
っ

て
い
た
南
葛
労
働
組
合
活
動

家
や
、
罪
の
な
い
朝
鮮
人
・

中
国
人
６
千
人
以
上
が
虐
殺

さ
れ
た
事
件
か
ら

91
年
。

追
悼
式
に
参
列
し
た
あ
ぜ

上
三
和
子
都
議
は
「
一
部
の

政
治
家
の
歴
史
の
歪
曲
や
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
横
行
す
る

現
状
は
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
同
じ
歴
史
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
も
、
反
戦

平
和
の
た
た
か
い
を
さ
ら
に

広
げ
て
い
き
ま
す
」
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

☆
行
事
予
定
☆

〇
10
月
２
日
（
木
）
19
時
〜

『
さ
よ
な
ら
原
発
江
東
ミ
ニ
報
告
集

会
〜
川
内
原
発
、
現
地
か
ら
の
報
告
』

希
望
の
ま
ち
東
京
東
部
事
務
所
（
東

陽
３
丁
目
バ
ス
停
前
）

〇
10
月
９
日
（
木
）
13
時
15
分
〜

『
江
東
区
職
労
第
63
回
定
期
大
会
』

テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
・
大
会
議
室

〇
10
月
18
日
（
土
）
13
時
半

『
亀
戸
事
件
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
』

亀
戸
梅
屋
敷
集
合

８
月
30
日
、
日
本
共
産
党
青
年
後
援
会
・
民
青
同
盟
江
東
地
域
協

議
会
の
共
催
で
第
五
福
竜
丸
の
市
田
真
理
学
芸
員
を
講
師
に
「
青
年

よ
平
和
を
語
ろ
う
！
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
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